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	 新春走り初め大会

今月の合冊

 　みんなでしっかり予防しましょう！　新型インフルエンザ・季節性インフルエンザにご注意を！

特
集

清らかな
恵みの水を大切に ………２

農業委員会だより

文化なかの

……………１～４  

……………１～６

迎 春



平成22年１月号３ 平成22年１月号 ２

　

中
野
市
は
、
日
本
一
の
長
河
千
曲
川
や

斑
尾
川
、
夜
間
瀬
川
な
ど
が
流
れ
、
豊
か

な
自
然
を
育
ん
で
い
ま
す
。
く
ら
し
の
中

で
は
、
多
く
の
方
が
湧
き
水
や
地
下
水
を

利
用
し
、
水
資
源
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
こ
の
豊
か
な
水
資
源
を
守
る

た
め
、
水
環
境
の
保
全
を
図
る
活
動
な
ど

へ
の
支
援
、
河
川
や
地
下
水
の
水
質
検
査
、

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
千
曲
川
の
観
察
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。　飲

用
の
際
は
ご
注
意
を

井
戸
水
や
湧
き
水
は
適
切
に

管
理
し
ま
し
ょ
う

　

井
戸
水
や
湧
き
水
は
自
然

の
水
の
た
め
、
水
質
は
常
に

変
化
し
ま
す
。

　

飲
用
に
よ
る
健
康
被
害
を

防
止
す
る
た
め
に
、
次
の
よ

う
な
衛
生
的
な
管
理
、
飲
用

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

水
質
を
検
査
し
ま
し
ょ
う

□
飲
用
を
開
始
す
る
前
に
、
水
道
法
に
基

づ
く
五
十
項
目
を
検
査

□
一
年
に
一
回
程
度
、
次
の
十
項
目
を
定

期
的
に
検
査

※
十
項
目
…
一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、
硝

酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、

塩
化
物
イ
オ
ン
、
有
機
物
、ｐ
Ｈ
値
、

味
、
臭
気
、
色
度
、
濁
度

□
飲
用
開
始
前
の
検
査
で
水
質
基
準
に
近

い
結
果
と
な
っ
た
項
目
も
、
定
期
的
に

検
査

　

取
水
場
所
は
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

□
点
検
や
清
掃
を
行
い
、
水
の
色
、
濁
り
、

味
、
に
お
い
を
確
認

□
必
要
に
応
じ
、
人
や
動
物
が
近
づ
か
な

い
よ
う
柵
を
設
置

　

看
板
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

□
不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
す
る
場
合
は
、

注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置

□
裏
面
な
ど
に
水
質
検
査
の
結
果
を
掲
示

□
水
質
検
査
で
飲
用
不
適
と
な
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
周
知

※
新
し
い
井
戸
を
掘
っ
て
、
ポ
ン
プ
な
ど

で
地
下
水
を
く
み
上
げ
る
場
合
は
、
市

の
許
可
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　信
州
中
野
の
名
水

　谷
厳
寺
の
井
戸
「
延
命
水
」

 　

昨
年
、
「
信
州
中
野
の
名
水
選
」
で
、

名
水
に
決
定
し
た
谷
厳
寺
の
井
戸
の
水
で

す
。

　

三
年
前
に
掘
削
し
た
こ
の
井
戸
は
、
昔

の
風
情
を
残
す
手
押
し
式
ポ
ン
プ
が
設
置

さ
れ
、
多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
で
構
成
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
行
う
春
・
夏
の
花
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

こ
の
水
を
使
っ
て
野
点
を
開
き
、
多
く
の

方
に
水
と
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、

井
戸
周
辺
の
清
掃
も
定
期
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　

信
州
中
野
の
名
水
に
選
ば
れ
た
こ
と
を

機
に
、
こ
の
水
を
「
延
命
水
」
と
名
づ
け

ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
し
や
す
く
す
る
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
協
働
作
業

に
よ
り
、
竹
垣
な
ど
の
周
辺
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

※
協
働
作
業
を
行
う
場
合
は
、
市
の
支
援

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　川
に
は
き
れ
い
な
水
を

　

浄
化
槽
を
適
正
に
管
理

　

し
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
力
を
借
り
て
汚

水
を
き
れ
い
な
水
に
し
て
か
ら
、
川
な
ど

に
流
す
装
置
で
す
。
適
正
に
管
理
し
な
い

と
、
河
川
を
汚
染
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
点
に
注
意
し
て
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

□
日
ご
ろ
か
ら
、
清
掃
や
保
守
点
検
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

□
法
定
義
務
で
あ
る
、
㈳
長
野
県
浄
化
槽

協
会
の
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

□
発
生
し
た
汚
泥
は
、
一
年
に
一
回
は
業

者
に
処
分
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　　

　油
漏
れ
は
起
こ
さ
な
い

　

灯
油
の
小
分
け
中
は
、

　

そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い

　

冬
季
に
な
る
と
、
灯
油
な
ど
の
油
漏
れ

に
よ
っ
て
、
河
川
や
水
路
の
汚
染
が
多
発

し
ま
す
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
原
因
者
が
多
額
の

費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

タ
ン
ク
等
を
設
置
し
て
い
る
方
は
、
次

の
点
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

□
タ
ン
ク
や
配
管
に
腐
食
や
亀
裂
は
な
い

で
す
か
？

□
タ
ン
ク
は
固
定
し
、
防
油
提
を
設
置
し

て
い
ま
す
か
？

□
タ
ン
ク
や
配
管
を
安
全
な
場
所
に
設
置

し
て
い
ま
す
か
？

□
灯
油
が
極
端
に
減
っ
て
い
る
、
タ
ン
ク

周
り
が
油
臭
い
な
ど
の
異
常
は
な
い
で

す
か
？

　

恵
ま
れ
た
水
資
源
を
み
ん
な
で
保
全
し
、
清
ら
か
で
豊
か
な
水
環
境
を

将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
☎
22
２
１
１
１

環
境
係
（
内
線
２
４
７
）

衛
生
係
（
内
線
２
４
５
）

清
ら
か
な
恵
み
の
水
を
大
切
に

▼谷厳寺の「延命水」

店
頭
に

　

並
ば
ぬ
水
の

　
　

あ
り
が
た
み

清
冷
な

水
面
に
映
る

　
　

四
季
の
い
ろ

排
水
を

　

き
れ
い
に
す
る
の
は

　
　

微
生
物

公
害
は

　

い
つ
も
貴
方
の

　
　

側
に
あ
る

　

万
一
、
側
溝
、
河
川
、
道
路
へ
流
出
さ

せ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
市
役

所
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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「
中
野
市
職
員
の
勤
務
時
間
及
び

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部

改
正　平

成
二
十
年
の
人
事
院
勧
告
に

基
づ
く
、
国
家
公
務
員
の
勤
務
時

間
の
短
縮
及
び
労
働
基
準
法
の
改

正
に
伴
い
、
職
員
の
勤
務
時
間
の

短
縮
及
び
時
間
外
勤
務
手
当
の
一

部
に
係
る
代
休
制
度
の
新
設
の
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

「
中
野
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非

常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

　船
員
保
険
法
及
び
地
方
公
務
員

災
害
補
償
法
の
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
特
別
職
の
職
員
等
の
給

与
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

　人
事
院
勧
告
を
基
本
と
し
、
長

野
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
踏
ま

え
、
市
の
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
答
申
に
基
づ
き
、
特
別
職
等
の

給
料
月
額
等
及
び
期
末
手
当
の
額

を
減
額
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
」
の
一
部
改
正

　人
事
院
勧
告
を
基
本
と
し
、
長

野
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
踏
ま

え
、
職
員
の
給
料
月
額
、
期
末
手

当
等
を
減
額
す
る
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　11月27日から12月15日まで、19日間の会期で開催されました。
　この議会では、専決処分の報告１件、条例案５件、予算案４件、
事件案４件のあわせて14件が審議され、いずれも原案どおり承認及
び可決となりました。また、決議、意見書などについても審議され
ました。
　ここでは、主な内容をお知らせします。

12月の市議会定例会報告

「
中
野
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
」
の
一
部
改
正

　消
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
平
成
二
十
一
年
度
中
野
市
一
般

会
計
補
正
予
算
」の
専
決
処
分
報
告

《
一
般
会
計
》

　平
成
二
十
一
年
度
の
一
般
会
計

予
算
に
、
一
億
二
、
三
一
六
万
四
、

〇
〇
〇
円
を
追
加
し
て
、
補
正
後

の
予
算
総
額
を
、
二
〇
〇
億
七
、

六
二
〇
万
九
、
〇
〇
〇
円
と
し
ま

し
た
。

　主
な
歳
出
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
企
画
費
で
、
廃
止

路
線
代
替
バ
ス
運
行
費
補
助
金
五

九
四
万
余
円
及
び
、
ふ
る
さ
と
振

興
基
金
積
立
金
二
五
二
万
余
円
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
●
情
報
政
策
費
で
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
補
助
金

内
示
に
伴
う
、
地
域
情
報
基
盤
整

備
工
事
費
九
〇
八
万
余
円
を
追
加

〈
民
生
費
〉
●
障
害
者
福
祉
費
で
、

自
立
支
援
事
業
に
伴
う
、
共
同
生

活
介
護
給
付
費
等
各
種
扶
助
費
五
、

二
九
〇
万
余
円
を
増
額
●
保
育
所

費
で
、
児
童
の
中
途
入
所
等
に
伴

う
、
嘱
託
保
育
士
報
酬
七
七
〇
万

余
円
及
び
、
臨
時
保
育
士
賃
金
六

八
〇
万
余
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

〈
労
働
費
〉
●
勤
労
者
福
祉
施
設

管
理
費
で
、
中
野
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
配
管
取
替

工
事
費
等
六
八
万
円
を
追
加

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
耕
種
園
芸

費
で
、
補
助
金
制
度
改
正
に
伴
う
、

害
獣
対
策
事
業
補
助
金
二
二
七
万

余
円
の
減
額
及
び
補
助
採
択
に
伴

う
園
芸
産
地
育
成
事
業
補
助
金
一

三
七
万
余
円
を
増
額

〈
商
工
費
〉
●
観
光
費
で
、
グ

リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
事

業
補
助
金
採
択
に
伴
う
、
間
山
温

泉
温
水
ボ
イ
ラ
ー
改
修
工
事
費
等

四
六
〇
万
余
円
を
追
加

〈
土
木
費
〉
●
新
幹
線
関
連
事
業

対
策
費
で
、
事
業
費
確
定
に
伴
う

水
文
調
査
委
託
料
四
一
八
万
余
円

を
減
額
●
道
路
舗
装
費
で
、
道
路

の
舗
装
整
備
に
伴
う
道
路
補
修
用

材
料
費
一
七
五
万
余
円
を
増
額
●

土
地
区
画
整
理
事
業
費
で
、
草
間

山
区
画
整
理
予
定
地
の
測
量
設
計

委
託
料
等
四
六
三
万
余
円
を
増
額

《
特
別
会
計
》

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
総
務
費
で
、

高
額
医
療
及
び
高
額
介
護
合
算
制

度
シ
ス
テ
ム
開
始
に
伴
う
、
電
算

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
一
六
三
万

余
円
の
追
加
及
び
、
事
業
費
確
定

に
伴
う
介
護
保
険
電
算
シ
ス
テ
ム

委
託
料
八
二
万
余
円
を
減
額

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
農
業

集
落
排
水
事
業
費
で
、
交
差
点
改

良
に
伴
う
、
管
路
施
設
工
事
費
等

一
七
五
万
円
を
増
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
配
水
施
設
改
良

費
で
、
高
丘
送
水
ポ
ン
プ
更
新
に

伴
う
、
配
水
施
設
改
良
工
事
二
五

〇
万
円
を
増
額

　一
本
木
公
園
、
一
本
木
公
園
展

示
館
、
一
本
木
公
園
中
野
小
学
校

旧
校
舎
・
信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を

得
ま
し
た
。

　公
共
下
水
道
中
野
浄
化
管
理
セ
ン

タ
ー
の
水
処
理
施
設
に
お
い
て
、

老
朽
化
が
著
し
い
施
設
の
機
械
、

電
気
設
備
等
の
改
築
更
新
工
事
を

委
託
す
る
こ
と
に
関
し
、
協
定
を

締
結
し
ま
す
。

学
校
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

機
器
の
取
得

　各
学
校
間
及
び
各
学
校
と
教
育

委
員
会
と
の
事
務
処
理
の
円
滑
化
、

効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
「
情

報
の
共
有
化
」
と
「
漏
え
い
対

策
」
を
促
進
す
る
た
め
、
学
校
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
機
器
を

購
入
し
ま
す
。

中野市長

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

小田切　治世

条

　例

補 

正 

予 

算

協
定
の
締
結

財
産
の
取
得

指
定
管
理
者
の
指
定

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
ご

ろ
市
政
に
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
来
の

円
高
に
よ
り
日
本
経
済
を
は
じ
め

当
市
の
産
業
も
大
き
な
影
響
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
対
策
と
し
て
中
小
企
業
者
の
皆

様
に
対
し
て
緊
急
で
低
利
な
融
資

を
実
現
し
、
経
営
安
定
と
経
営
基

盤
強
化
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
昨
年
四
月
か
ら
、
市

と
北
信
総
合
病
院
が
協
力
し
て
、

医
療
に
関
す
る
電
話
相
談
が
で
き

る
「
中
野
市
電
話
医
療
相
談
所
」

を
開
設
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
様

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
十
月
か
ら
市
民
の
皆
様

の
交
通
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

集
落
内
の
各
停
留
所
を
決
ま
っ
た

時
間
に
出
発
し
、
ど
の
停
留
所
か

ら
乗
っ
て
も
、
ど
の
停
留
所
で
降

り
て
も
同
一
料
金
の
「
ふ
れ
あ
い

バ
ス
」
や
、
集
落
か
ら
市
街
地
や

病
院
ま
で
を
結
ぶ
「
お
出
か
け
タ

ク
シ
ー
」
を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

　公
共
交
通
は
、
地
域
の
足
で
あ

り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
積
極
的

な
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　今
後
の
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、
厳
し
い
行
財
政
状
況
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ハ
ー
ド
事
業

に
つ
い
て
は
、
必
要
・
不
可
欠
な

事
業
を
厳
選
し
て
実
施
し
、
市
民

生
活
に
密
着
し
た
ソ
フ
ト
事
業
に

重
点
を
置
い
た
政
策
を
進
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　中
で
も
、
子
育
て
家
庭
の
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
保
育
料
の

多
子
軽
減
の
拡
大
、
長
時
間
保
育

実
施
園
の
拡
大
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、
教
育
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
を
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
経
済
の
振
興
に
つ
い

て
は
「
売
れ
る
農
業
」
を
更
に
推

進
し
、
生
産
者
の
立
場
に
立
っ
た

施
策
の
推
進
、
陣
屋
前
広
場
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
旧
中
野
高
校
跡
地
利
活

用
等
の
検
討
を
更
に
進
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　さ
て
、
市
有
形
文
化
財
の
土
偶

が
昨
年
の
九
月
十
日
か
ら
十
一
月

二
十
二
日
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ

ン
ド
ン
市
大
英
博
物
館
に
お
い
て
、

文
化
庁
等
が
主
催
し
開
催
さ
れ
た

美
術
博
覧
会
に
展
示
さ
れ
、
本
年

の
二
月
二
十
一
日
ま
で
東
京
国
立

博
物
館
に
お
い
て
帰
国
展
が
開
催

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
土
偶
は
、
昭
和
五
十
四
年

に
大
俣
地
籍
の
姥
ヶ
沢
遺
跡
か
ら

発
見
さ
れ
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
に
復

元
さ
れ
た
大
変
珍
し
い
も
の
で
あ

り
、
約
四
千
年
前
の
縄
文
時
代
中

期
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
四
月
か
ら
は
市
立
博
物
館

で
展
示
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　本
市
を
練
習
本
拠
地
と
す
る
Ｂ

Ｃ
リ
ー
グ
長
野
県
民
球
団
「
信
濃

グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
」
は
、
今
シ
ー

ズ
ン
で
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　選
手
た
ち
は
、
中
野
市
民
で
も

あ
り
、
市
を
あ
げ
て
応
援
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
か
ら
も
、
夢
を
持
ち
挑
戦
を

続
け
る
選
手
た
ち
に
大
き
な
声
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
よ
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

土偶
　市
内
姥
ヶ
沢
遺
跡
か
ら
昭
和
五

十
七
年
に
出
土
し
た
土
偶
は
、
市

指
定
有
形
文
化
財
で
あ
り
、
イ
ギ

リ
ス
の
大
英
博
物
館
や
国
立
博
物

館
の
企
画
展
に
展
示
さ
れ
、
国
内

外
の
注
目
を
集
め
る
貴
重
な
文
化

財
で
す
。

　今
回
、
こ
の
土
偶
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
土
偶
の
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

　大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法

　応
募
用
紙
に
、
愛
称

（
文
化
財
の
愛
称
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
も
の
）
と
そ
の
理
由
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
連
絡
先
を

明
記
し
て
い
た
だ
き
、
直
接
持
参

い
た
だ
く
か
応
募
箱
へ
投
か
ん
し

て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
ハ
ガ
キ
、
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
で
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま

す
。

応
募
用
紙
・
応
募
箱
設
置
場
所

市
役
所
本
庁
舎
、
豊
田
支
所
、
各

公
民
館
、
図
書
館
、
博
物
館

応
募
点
数

　一
人
何
点
で
も
可
、

た
だ
し
同
一
名
称
の
応
募
は
一
点

限
り
と
し
ま
す
。

愛
称
の
表
し
方

　漢
字
、
ひ
ら
が

な
、
カ
タ
カ
ナ
、
ロ
ー
マ
字
に
限

り
ま
す
。

募
集
期
限

　三
月
三
十
一
日
㈬

審
査

　応
募
い
た
だ
い
た
愛
称
の

う
ち
、
同
じ
愛
称
で
応
募
数
が
多

い
上
位
十
点
を
選
び
、
市
立
博
物

館
協
議
会
に
お
い
て
、
そ
の
中
か

ら
決
定
し
ま
す
。

結
果
発
表

　広
報
な
か
の
等
に
お

い
て
発
表
し
ま
す
。

そ
の
他

　応
募
い
た
だ
き
ま
し
た

愛
称
に
つ
い
て
の
一
切
の
権
利
は

中
野
市
に
帰
属
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３
‐
０
０
４
６

中
野
市
大
字
片
塩
一
二
二
一
番
地

中
野
市
立
博
物
館

☎
22
２
０
０
５

Ｅ
メ
ー
ル

　

hakubutukan@
city.

nakano.nagano.jp

募集します

の愛称

※
実
際
の
大
き
さ
と
は

　異
な
り
ま
す

専
決
処
分
の
報
告



市
・
県
民
税
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除

平成22年１月号7 平成22年１月号 ６７

子どもすくすくぷらん

に皆様のご意見をお寄せください

　こ
の
計
画
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生

ま
れ
、
育
成
さ
れ
る
社
会
の
環
境

整
備
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
二
十
一
年
度

を
前
期
基
本
計
画
と
し
て
、
基
本

理
念
「
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

生
ま
れ
、
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る

中
野
市
」
と
し
、
各
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　現
在
、
関
係
団
体
の
代
表
者
等

に
よ
る
中
野
市
次
世
代
育
成
支
援

対
策
地
域
協
議
会
を
開
催
し
、
平

成
二
十
二
年
度
か
ら
二
十
六
年
度

ま
で
の
五
年
間
の
後
期
計
画
の
策

定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ

の
後
期
計
画
案
を
市
民
の
皆
様
に

公
表
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

公
表
場
所

　市
役
所
子
育
て
課
、
豊
田
支
所

地
域
振
興
課
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

ご
意
見
の
提
出
方
法

　様
式
は
任
意
で
す
が
「
子
ど
も

す
く
す
く
ぷ
ら
ん
に
対
す
る
意
見
」

と
記
載
の
う
え
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
必
ず
明
記
し
て
い
た

だ
き
、
直
接
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

　二
月
二
日
㈫

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４
（
住
所
記

載
不
要
）
市
役
所
子
育
て
課
子
ど

も
支
援
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
３
５
６
）

フ
ァ
ク
ス
22
５
９
２
３

Ｅ
メ
ー
ル

　

kosodate@
city.

nakano.nagano.jp

　

市
で
は
、
子
ど
も
す
く
す
く
ぷ
ら
ん
《
中
野
市
次
世
代
育

成
支
援
計
画
（
後
期
計
画
）
》
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
、
広
く
市
民
の
皆
様

か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

《中野市次世代育成支援計画（案）》

店舗等名称
（所在地）

行政書士
舘田法務事務所
（越 1544-2）

電話番号 22-3518

ＦＡＸ番号 38-0095
ホームページ
アドレス　　

http://tateda-
offi  ce.com/

メール　
アドレス

info@tateda-
offi  ce.com

営業時間 10：00～18：00 定 休 日 土・日・祝日

店舗　　
コメント

永住許可申請、各種ビザ、帰化許可申請等の国際法務・
外国人法務が得意です。その他、起業サポートや各種
許認可手続きのサポートにも力を入れております。

特　典 面談による相談、出張相談無料（要予約）

中野市子育て家族応援事業の店舗を追加

　こ
の
た
び
、
中
野
市
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
の
素
案
を
公
表
し

て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
等

を
い
た
だ
き
、
構
想
に
反
映
で
き

る
こ
と
は
反
映
し
て
い
き
た
い
と

考
え
、
昨
年
十
一
月
十
二
日
か
ら

十
二
月
十
一
日
ま
で
の
一
カ
月
間
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し

ま
し
た
。

　今
回
、
ご
意
見
を
一
件
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に

対
す
る
市
の
考
え
方
と
あ
わ
せ
て

公
表
し
ま
す
。

　ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　先
に
策
定
さ
れ
た
中
野
市
実
施

計
画
（
平
成
二
十
二
〜
二
十
四
年

度
）
と
の
整
合
性
が
な
く
、
実
際

は
実
施
計
画
に
あ
る｢

ぶ
な
し
め

じ
一
貫
栽
培
施
設
建
設｣

を
し
よ

う
と
す
る
特
定
の
民
間
業
者
に
制

度
資
金
（
国
庫
支
出
金
）
の
橋
渡

し
を
す
る
た
め
の
隠
れ
蓑み
の

の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　こ
の
構
想
（
案
）
に
は
反
対
で

あ
る
。 ご 

意 

見 

ご
意

市
の
考
え
方

中野市バイオマスタウン構想（素案）
 パブリックコメント募集結果

　市
で
は
、
市
内
に
多
数
存
在
す

　平日にお仕事などで忙しく、来庁および電話による納税相
談ができない方、また、金融機関などに行けない方を対象に、
日曜日に納税相談を実施します。
　この機会にぜひご利用ください。
期日　１月17日㈰、24日㈰　　時間　午前10時～午後４時
会場　市役所税務課　※本庁舎１階。正面玄関から入れます。
対象税目　個人市・県民税、固定資産税・都市計画税、
　　　　　軽自動車税、法人市民税、国民健康保険税
内容　来庁または電話による市税の納税相談、市税の納付
その他　当日は、電話でのご相談も承ります。

問い合わせ先　市役所税務課収納係
　　　　　　　☎（２２）２１１１（内線２２７）

日曜納税納税相談専用ダイヤル
☎（２２）２６４１

日曜納税相談ご利用くだ
さい 　平

成
二
十
一
年
度
税
制
改
正
に

よ
り
、
今
ま
で
は
、
市
へ
「
市
・

県
民
税
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除
に

係
る
申
告
書
」
の
提
出
が
必
要
で

し
た
が
、
平
成
二
十
二
年
度
分
以

降
に
お
い
て
は
、
所
得
税
の
年
末

調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
こ
と

で
、
市
へ
の
申
告
が
不
要
と
な
り

ま
す
。

　な
お
、
山
林
所
得
、
変
動
所
得

お
よ
び
臨
時
所
得
が
あ
る
方
に
つ

い
て
は
、
従
来
通
り
申
告
書
の
提

出
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

申
告
が
不
要
に
な
り
ま
す

　平
成
十
七
年
四
月
に
旧
中
野
市

と
旧
豊
田
村
が
合
併
し
、
五
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　旧
市
・
村
に
は
、
住
民
一
人
ひ

と
り
の
目
標
と
な
る
、
ま
た
、
暮

ら
し
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
「
市

民
憲
章
」、「
村
民
憲
章
」
が
あ
り

ま
し
た
。

　市
で
は
、
市
民
の
皆
様
が
さ
ら

な
る
一
体
感
を
持
っ
て
、
よ
り
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

た
め
、
新
し
い
「
市
民
憲
章
」
を

制
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　現
在
、
誰
も
が
分
か
り
や
す
い

内
容
と
な
る
よ
う
、
市
民
憲
章
策

定
懇
話
会
に
お
い
て
検
討
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
憲
章
の

素
案
に
つ
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

公
表
場
所

市
役
所
庶
務
課
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

募
集
期
限

　二
月
二
日
㈫

　

　市
民
憲
章
の
素
案
、
ご
意
見
の

提
出
方
法
な
ど
、
募
集
に
関
す
る

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
に
全

戸
配
布
を
し
ま
し
た
「
市
民
憲
章

素
案
へ
の
意
見
の
募
集
に
つ
い

て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
庶
務
文
書
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

中野市民憲章（素案）
に皆様のご意見をお寄せください

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
政
課
農
政
振
興
係

☎
22
２
１
１
１（
内
線
２
５
３
）

る
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
つ
い

て
の
目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
、

中
野
市
バ
イ
オ
マ
ス
ス
タ
ウ
ン
構

想
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　本
構
想
の
素
案
に
は
、
生
ご
み

や
廃
食
用
油
、
草
木
類
、
林
地
残

材
の
ほ
か
、
市
の
基
幹
産
業
が
農

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
キ
ノ
コ
使

用
済
み
培
地
、
果
樹
等
の
剪
定
枝
、

そ
し
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
茎
葉
な

ど
、
農
業
か
ら
発
生
す
る
バ
イ
オ

マ
ス
に
つ
い
て
も
利
活
用
を
進
め

る
取
り
組
み
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　今
回
、
そ
の
一
つ
に
、
キ
ノ
コ

使
用
済
み
培
地
を
変
換
・
処
理
し
、

キ
ノ
コ
培
養
施
設
等
で
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
循
環
利
用
す
る
取
り

組
み
が
、
農
業
者
等
で
組
織
す
る

団
体
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。　国

で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
で

発
生
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
利

用
施
設
等
の
整
備
等
の
事
業
に
、

｢

地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
交
付

金｣

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　市
と
し
て
も
、
本
構
想
に
基
づ

き
、
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効

利
用
が
図
ら
れ
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



　住民税非課税世帯の方・生活保護世帯の方は
接種費用が全額免除となりますので、接種前に
「接種費用助成対象者証明書」の申請をしてくだ
さい。
申請場所　市役所健康長寿課（中野保健センター内）、
　　　　　豊田支所地域振興課
持ち物　印鑑
※中野市、飯山市、山ノ内町、木島平村、野沢   
　温泉村、栄村にある医療機関で接種を受ける
　際に証明書を提出する事により、接種費用が
　全額免除になります。

　上記の対象地域以外の医療機関で接種を受け
る場合など、医療機関の窓口で接種費用をお支
払いになった場合は、次の手続きにより接種費
用の払い戻し申請をしてください。
申請場所　市役所健康長寿課（中野保健センター内）、
　　　　　豊田支所地域振興課
持ち物　領収書、予防接種済証、印鑑、通帳な
ど振り込み口座がわかるもの

◇高校生の年齢に相当する方、65歳以上の基礎疾患
のない方、優先接種対象者以外の方（18～64歳の
健康な成人）に対する接種開始時期等については、
決定次第お知らせします。

◇国の調査によると、「昨年の夏以降11月ごろまで
にＡ型のインフルエンザと診断された方のほとん
どは、すでに新型インフルエンザに対する免疫が
獲得されているため、ワクチン接種を受ける必要
はないと考えられる」とされています。

◇中学生・高校生に相当する年齢の方は、１回の接
種になりました。13歳以上の方は、基本的に１回
接種で、12歳以下の方は２回接種になります。

平成22年１月号 ８平成22年１月号９

　第
四
十
六
回
を
迎
え
る
「
中
山

晋
平
記
念
音
楽
賞
優
秀
賞
入
選
曲

発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
応
募

総
数
百
三
十
九
曲
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
優
秀
賞
入
選
曲
を
市
内
の
小

学
校
を
は
じ
め
と
す
る
音
楽
団
体

が
発
表
し
ま
す
。

　ま
た
、
記
念
公
演
と
し
て
東
京

都
出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
小
林

沙
羅
さ
ん
に
よ
る
演
奏
会
を
開
催

し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
入
場
は
無
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　東京藝術大学卒業。同大学院修士課程修了。
これまでに千住明・松本隆の新作〈隅田川〉〈源
氏物語〉、ベートーベン〈第九交響曲〉など多く
のコンサートにソリストとして出演。
　オペラでは〈トゥーランドット〉リュー、〈ヘ
ンゼルとグレーテル〉グレーテルなどを演じる。
　読売日本交響楽団、新日本フィルハーモニーな
ど、プロのオーケストラとの共演を重ねる。
　現代詩表現グループ＜ＶＯＩＣＥ　ＳＰＡＣＥ＞
に所属。日本声楽アカデミー会員。

期
日

　一
月
三
十
日
㈯

時
間

　午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　

会
場

　市
民
会
館
ホ
ー
ル

内
容

　入
選
曲
受
賞
者
の
表
彰
、

優
秀
賞
入
選
曲
発
表
、
記
念
公
演

問
い
合
わ
せ
先

　市
役
所
文
化
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
３
９
４
）

中
山
晋
平
記
念
音
楽
賞

　優
秀
賞
入
選
曲
発
表
会

▲昨年の発表会の様子

記念公演　
小林沙羅演奏会

～プロフィール～

第46回

　市
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
に
対
す

る
意
欲
や
関
心
を
よ
り
高
め
、
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
市

民
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
、
豊

か
で
活
力
あ
る
社
会
を
築
い
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
も
「
生

涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い
」
と
あ
わ

せ
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活

動
の
輪
を
広
げ
る
つ
ど
い
」
を
開

催
し
ま
す
。

　ご
近
所
お
誘
い
の
う
え
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

期
日

　二
月
十
三
日
㈯

時
間

　午
後
一
時
三
十
分（
開
会
）

会
場

　市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料

　無
料

　
　

○
第
一
部

　マ
ナ
ビ
ィ
ス
テ
ー
ジ

（
活
動
発
表
）

【
午
後
一
時
四
十
分
か
ら
】

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
発
表
（
お

は
な
し
遠
足
）

・
オ
カ
リ
ナ
演
奏
（
中
野
オ
カ
リ

ナ
の
会
）

○
第
二
部

　記
念
講
演

【
午
後
二
時
十
分
か
ら
】

講
師

　吉
川
精
一
さ
ん
（
歌
手
・

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

演
題

　「
人
生
い
つ
も
あ
り
が
と

う
〜
笑
い
と
涙
の
九
十
分
〜
」

　講
師
の
吉
川
さ
ん
は
、
長
年
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
、

「
昼
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」「
連
想
ゲ
ー

ム
」「
紅
白
歌
合
戦
」
な
ど
の
司
会

で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

自
分
の
夢
を
実
現
し
、
歌
手
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
時
代
の
お
話
し
な

ど
、
人
気
番
組
の
秘
話
を
交
え
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

歌
の
ラ
イ
ブ
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

主
催

　中
野
市
、中
野
市
教
育
委
員

会
、中
野
市
生
涯
学
習
推
進
会
議
　

共
催

　社
会
福
祉
法
人
中
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
地
域
活
動
の
輪
を
広
げ
る
つ

ど
い
実
行
委
員
会

そ
の
他

　当
日
は
、
市
民
会
館
ホ

ワ
イ
エ
で
、
市
内
障
害
者
施
設
の

作
品
の
販
売
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
発
表
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

講
演
に
は
、
手
話
通
訳
が
付
き
ま

す
。
託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

☎
38
３
１
１
２
（
内
線
５
４
１
）

　信
州
中
野
の
一
文
字
大
賞
「
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
贈
る
」

漢
字
一
文
字
に
つ
い
て
は
、
昨
年

十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
市
内
外
か
ら
二
百
二
十

八
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

　今
回
の
信
州
中
野
の
一
文
字
大

賞
の
漢
字
の
発
表
に
つ
い
て
は
、

二
月
十
三
日
㈯
に
行
わ
れ
る
「
生

涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い
」
の
会
場

で
発
表
し
ま
す
。

　た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

☎
38
３
１
１
２
（
内
線
５
４
１
）

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
信
州
中
野
の
一
文
字
大
賞
」

▲吉川精一さん

生
涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
の
輪
を
広
げ
る
つ
ど
い

２
　13　ワクチン接種をしたから感染しないというわけではあ

りません。手洗い、うがい、咳エチケットなど「かからな
い、ひろげない」ように引き続きご注意ください！
☆咳エチケットとは☆
・咳が続いている間は、マスクを着用しましょう。
・咳やくしゃみをするときは、ティッシュなどで口と鼻
をおさえ、他の人から顔をそむけましょう。

・可能であれば２メートル以上の距離を保ちましょう。

新型インフルエンザワクチンの
　　　　　　優先接種が始まっています

　平成22年４月30日任期満了に伴う、中野市議会議員一般
選挙が４月18日㈰告示、４月25日㈰に執行されます。
　今回は、公職選挙法による寄附の制限についてお知らせ
します。
問い合わせ先　市選挙管理委員会事務局
　　　　　　　☎（２２）２１１１（内線３２４）

寄附してはならない者 禁止される期間 禁止の内容 備考
①候補者等（現職・立候補予定者
を含む）

期間を問わず 当該選挙区内にある者に対
して

公職選挙法
１９９条の２

②候補者等が役職員または構成員
である会社、法人、団体 １９９条の３

③候補者等の氏名またはその氏名
が類推されるような名称が表示
されている会社、法人、団体

１９９条の４

④後援団体 １９９条の５
⑤何人も（自然人、法人、団体の
すべて）

任期満了の日前９０
日（１月３０日）に
当たる日から選挙期
日までの間

後援団体の集会、行事にお
ける物品供与等をすること １９９条の５

⑥候補者等（現職・立候補予定者を
含む） 自己の後援団体に対して １９９条の５

選挙に関するお知らせ

　新型インフルエンザワクチンの優先接種が、対象者【妊婦、基礎疾患のある方、乳幼
児（１～６歳）、１歳未満の小児の保護者等、小学生、中学生】に対して順次始まって
います。

問い合わせ先　市役所健康長寿課健康管理係　☎（２２）２１１１（内線２４２）
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名 称経営安定対策資金　特別運転資金枠
利　　　率年１．８％
限　度　額１，０００万円

貸 付 期 間７年以内（うち、据え置き 12 カ月以内）※ただし、セーフティネット保証５号認定を受けた事業者または借り換えによる場合は８年以内（うち、据え置き 12 カ月以内）

対　象　者

次のいずれかの要件を満たす者
①中小企業信用保険法第２条第４項第５号に規定する認定（セーフティネット保証５号認
定）を受けた事業者
②市長特認要件該当者
　　次のア、イのいずれかに該当する者
ア）最近３カ月間の平均売上高が、過去３年間のいずれか同期の平均売上高と比べて３％
以上減少していること

イ）最近３カ月間の売上高が、前年同期に比べて０または減少しており、かつ、直近決算
期の売上高または売上高経常利益率（以下「収益性」）が０％以下で、次の式を満た
すこと
（１期前の決算期の収益性）－（直近決算期の収益性）≧１．５％

制 度 期 間平成22年３月31日まで
借 換 制 度市長が特に認めた場合の借り換えに要する資金を含む
保 証 料本人負担なし（市全額負担）　※借り換えに要する資金を含む
そ　の　他市長が必要と認める書類の添付が必要

　市では、昨年来の金融不安と経済不況により経営に深刻な影響を受けている、中小企業者・小規模事業
者などの皆さんに低利な運転資金の融資あっせんを実施し、経営の安定と経営基盤の強化を支援するた
め、経営安定対策資金に「特別運転資金」枠を新設しました。

※制度資金のお申し込みは、これまでの制度と同様、中野商工会議所経営支援課までお願いします。
※お申し込みの際は、金融機関・長野県信用保証協会にご相談いただくと、融資実行が円滑に進みます。

問い合わせ先　市役所商工観光課商業労政係　☎（２２）２１１１（内線２５８）
申し込み先　中野商工会議所経営支援課　☎（２２）２１９１

経営安定対策資金の特別運転資金枠をご利用ください

　中
野
市
防
火
管
理
協
議
会
（
会

長
・
市
村
清
二
）
は
、
昨
年
十
一

月
の
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間

中
、
市
内
の
小
中
学
校
か
ら
応
募

が
あ
っ
た
標
語
入
り
防
火
ポ
ス

タ
ー
を
審
査
し
、
中
野
消
防
署
で

入
賞
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
小
中
学
生
を
は
じ
め

市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
意
識
を
高

め
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
十
一
月

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
最
優
秀
賞

山
田
里
彩
（
高
社
中
２
年
）

田
中
弥
和
（
中
野
小
６
年
）

徳
武
洋
子
（
中
野
小
４
年
）

★
優
秀
賞

岩
﨑
有
咲
（
中
野
平
中
２
年
）

宮
嵜
円
花
（
中
野
平
中
１
年
）

徳
竹
彩
乃
（
中
野
小
６
年
）

上
原
有
里
加
（
同
右
）

牧
さ
く
ら
（
中
野
小
４
年
）

中
村
将
来
（
日
野
小
４
年
）

★
佳
作

櫻
井
悠
里
（
高
社
中
１
年
）

山
田
憲
太
郎
（
平
野
小
６
年
）

渡
辺
卓
馬
（
中
野
小
６
年
）

赤
塩
未
希
（
同
右
）

太
田
優
里
奈
（
中
野
小
４
年
）

丸
山
公
美
（
同
右
）

石
井
陽
菜
（
中
野
小
３
年
）

▼

山
田

　里
彩
さ
ん

▼

田
中

　弥
和
さ
ん

▼

徳
武

　洋
子
さ
ん

～最優秀賞作品～

▲入賞者の皆さんと記念撮影

　市
で
は
、
積
雪
に
よ
る
住
居
の

倒
壊
や
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
、

低
所
得
の
高
齢
者
、
母
子
家
庭
お

よ
び
心
身
障
害
者
世
帯
な
ど
に
対

し
て
、
除
雪
（
雪
下
ろ
し
）
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象

　屋
根
に
お
お
む
ね

七
十
㌢
以
上
積
雪
し
た
場
合
の
、

雪
下
ろ
し
に
か
か
っ
た
費
用

対
象
世
帯

　平
成
二
十
一
年
度
市

民
税
の
所
得
割
が
課
せ
ら
れ
て
い

な
い
世
帯
で
か
つ
、
次
の
①
〜
④

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
み
の
世

帯
お
よ
び
六
十
五
歳
以
上
の
方

と
十
八
歳
未
満
の
方
の
み
の
世
帯

②
母
子
・
寡
婦
世
帯

③
生
計
の
中
心
と
な
る
方
が
心
身

障
害
者
で
あ
る
世
帯

④
要
保
護
世
帯
（
生
活
保
護
が
適

用
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
除
く
）

補
助
金
額

　除
雪
作
業
員
賃
金
は

一
人
、
一
時
間
一
，
三
七
五
円
で

除
雪
に
か
か
っ
た
時
間
の
合
計
額

※
市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
村
に
い

る
扶
養
義
務
者
（
子
や
兄
弟
な

ど
）
か
ら
援
助
が
見
込
め
る
場

合
や
、
扶
養
義
務
者
が
雪
下
ろ

し
を
し
た
場
合
は
、
補
助
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法
な
ど

　市
役
所
福
祉
課

厚
生
保
護
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
申
請
書
な
ど
は
民
生
委
員

の
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
厚
生
保
護
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
係

☎
38
３
１
１
１
（
内
線
１
３
０
）

雪
お
ろ
し
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

問い合わせ先
日本土人形資料館　☎（26）０７３０
市役所商工観光課観光係　
☎（２２）２１１１（内線２５９）

土人形絵付け
コンテスト

作品募集中

作業内容 基　準 参考料金 備    考
①春季作業
　耕起～代かき～田植え 10ａ当り ２３，７４０円 ・田植えはオペレーター、燃料費込み。

・水稲苗は別途承ります。（別料金）
②春季・秋季作業
　春：耕起～代かき～田植え
　秋：コンバイン収穫～
　　　（乾燥作業は別）

10ａ当り
４４，４９０円
（春）23,740円
（秋）20,750円

・春季作業は同上。
・コンバイン収穫はオペレーター、燃料費込み。
・籾揚げ、乾燥は別料金となります。

▼作業内容および料金（※参考料金は平成21年度機械作業標準料金から算出）

※作業料金は、中野市農業委員会が定める平成22年度機械作業標準料金に基づいて後日決定します。
※畦越し、倒伏・湿田、稲わらの結束は、別途料金が必要となります。
※豊田地域については、豊田営農支援センター（ＪＡ北信州みゆき南部支所内）が実施します。

問い合わせ先　㈶中野市産業公社農業支援係　☎（２２）２１１１（内線３０３）

　㈶中野市産業公社では、米作りでお困りの農家の皆さんのために、水田の機械作業を請け負います。
水田機械作業の委託をご希望の方は、㈶中野市産業公社またはＪＡ中野市各支所の生産経済課に申込用紙
が置いてありますので、必要事項を記入のうえ、㈶中野市産業公社までお申し込みください。

水田の機械作業はお任せください

応募点数　１人１点
応募料　無料（ただし、材料費として小学校
の部は 100 円、一般の部は 300 円が必要です）
部門　小学校低学年（以下）の部、小学校高
学年の部、一般の部
応募締切　１月31日㈰午後４時
※応募数が計1,000点になり次第
　締め切りとなります。 
応募作品　昨年10月１日以降に
制作した自作の作品に限ります。
応募先（絵付け場所）日本土人形資料館、
信州中野観光センター、まちなか交流の家
※20人以上の団体が絵付けする場合は、事前
に日本土人形資料館までご連絡ください。

各賞（各部門）最優秀賞１点、優秀賞３点、
佳作10点
結果発表　３月上旬に「広報なかの」などで発表
表彰式　３月28日㈰
展示会（応募全作品）　３月28日㈰から５日間
※詳細は市公式ホームページをご覧ください
ホームページ　http://www.city.nakano.
nagano.jp/

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品
紹
介
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と
を
学
び
、
「
地
元
の
野
菜
を

意
識
し
て
食
べ
た
い
」
な
ど
、

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　地
元
食
材
の
普
及
、
地
産
地

消
を
進
め
る
た
め
に
、
皆
さ
ん

も
生
産
地
を
意
識
し
て
食
材
を

購
入
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

「
親
子
料
理
教
室
」
開
催
！

　昨
年
十
二
月
十
二
日
㈯
、
中

野
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

信
州
き
の
こ
マ
イ
ス
タ
ー
に
学

ぶ
「
親
子
料
理
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
元
の

食
材
を
使
っ
た
き
の
こ
料
理
の

普
及
と
地
産
地
消
の
浸
透
を
図

る
た
め
、
市
と
信
州
き
の
こ
マ

イ
ス
タ
ー
認
定
協
議
会
が
主
催

し
た
も
の
で
す
。

　参
加
し
た
親
子
は
十
組
二
十
五

人
。
六
人
の
信
州
き
の
こ
マ
イ
ス

タ
ー
の
皆
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、

き
の
こ
ご
飯
、
鶏
肉
の
味
噌
ホ
イ

ル
焼
き
、
き
の
こ
の
ス
ー
プ
カ

リ
ー
、
大
根
サ
ラ
ダ
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
ゼ
リ
ー
ケ
ー
キ
の
ク
リ
ス
マ
ス

メ
ニ
ュ
ー
五
品
を
楽
し
そ
う
に
作

り
ま
し
た
。
料
理
の
試
食
会
で
は

子
ど
も
た
ち
が
「
お
い
し
い
」
と

満
足
げ
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　午
後
は
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ

買
い
物
ゲ
ー
ム
と
い
う
、
食
べ
物

の
生
産
地
か
ら
消
費
地
ま
で
の
輸

送
距
離
を
利
用
し
た
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
、
地
産
地
消
を
心
が
け
る
こ
と

が
環
境
に
も
や
さ
し
い
と
い
う
こ

Ｑ　

友
達
が
飲
酒
後

に
酔
い
つ
ぶ
れ
、
様

子
が
お
か
し
い
気
が
し
ま
す
。
こ

れ
は
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で

し
ょ
う
か
？
救
急
車
を
呼
ん
だ
方

が
い
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

次
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
び
、

早
急
に
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
つ
ね
っ
た
り
、
た
た
い
た
り
、

名
前
を
呼
ん
で
も
反
応
し
な
い
。 

・
呼
吸
が
異
常
に
速
く
浅
い
か
、

時
々
し
か
息
を
し
な
い
。

　

・
口
か
ら
泡
を
ふ
い
て
い
る
。

・
体
温
が
低
下
し
、
体
が
冷
た
い

・
大
量
の
血
を
吐
い
た
。

　

●
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
と
は
…

大
量
の
飲
酒
で
血
液
中
の
ア
ル

コ
ー
ル
濃
度
が
高
く
な
り
、
生

命
に
危
険
が
生
じ
た
状
態
。

●
酔
い
つ
ぶ
れ
た
人
が
い
た
ら
…

・
酔
い
つ
ぶ
れ
た
人
を
一
人
に
し

な
い
。
（
窒
息
や
転
落
・
転

倒
、
水
死
、
事
故
な
ど
を
起
こ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

・
衣
類
を
ゆ
る
め
、
毛
布
な
ど
を

か
け
て
保
温
す
る
。
（
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
を
起
こ
す
と
末ま

っ
し
ょ
う梢

血
管
が
開
き
、
体
温
が
奪
わ
れ

や
す
く
な
り
ま
す
）

・
身
体
、
顔
を
横
に
向
か
せ
自
然

に
吐
か
せ
る
。

・
様
子
を
見
な
が
ら
水
分
を
補
給

さ
せ
る
。
（
ア
ル
コ
ー
ル
の
代

謝
や
嘔お

う

と吐
で
、
水
分
が
失
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
）

●
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
…

・
短
時
間
で
の
多
量
飲
酒
、
一
気

飲
み
を
し
な
い
。

・
体
調
の
悪
い
時
は
飲
酒
し
な
い
。

・
空
腹
時
に
飲
酒
し
な
い
。

・
他
人
に
飲
酒
を
強
要
し
な
い
。

（
コ
ッ
プ
一
杯
で
倒
れ
て
し
ま

う
体
質
の
方
も
い
ま
す
）

24h

電
話
医
療
相
談
所
で
す

こ
ん
に
ち
は

中
野
市
電
話
医
療
相
談
所
で
は
、
毎
日
二
十
四
時
間
、
看
護
師
や

保
健
師
が
相
談
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
心
配
事
・
相
談
事
が
あ
る

場
合
は
☎
23
０
３
０
０
ま
で
遠
慮
な
く
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

北
信
総
合
病
院
医
療
安
全
管
理
室

☎
22
２
１
５
１
（
内
線
５
５
２
２
）

▲包丁さばきを学ぶ子どもたち

物
品
等
競
争
入
札（
見
積
り
）

・
事
務
用
品
、
日
用
品
、
電
機
器

具
、
食
料
品
、
介
護
用
品
な
ど

の
物
品
納
入
を
ご
希
望
の
方

・
物
品
賃
貸
業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
ご
希
望
の
方

・
施
設
管
理
な
ど
の
業
務
受
託
を

ご
希
望
の
方
（
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は

別
に
申
請
が
必
要
）

※
法
人
、
個
人
、
組
合
な
ど
不
問

※
随
時
受
け
付
け
中
（
郵
送
可
）

受
け
付
け
ま
す

  
入
札 

参
加
資
格
審
査
申
請
を

　平
成
二
十
二
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等
競
争
入
札
（
建
設

工
事
、
測
量
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
）
と
、
物
品
等
競
争

入
札
（
見
積
り
）
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　今
回
は
、
平
成
二
十
一
・
二
十
二
年
度
入
札
参
加
資
格
の
中
間
年
の

追
加
申
請
と
な
り
ま
す
。
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
規
で
申
請
お
よ
び
登
録
を
ご
希
望
の
方
は
、

申
請
書
類
な
ど
を
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
建
設
工
事
…
建
設
業
法
に
よ
る

建
設
業
の
許
可
が
あ
る
方

※
一
定
規
模
以
下
の
工
事
の
み
受

注
を
ご
希
望
の
場
合
、
建
設
業

の
許
可
は
不
要
で
す

●
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど
…
営
業
に
関
し
、
法
律
上
必

要
な
許
可
・
登
録
を
受
け
て
い
る
方

受
付
期
間　

二
月
一
日
㈪
〜
二
月

二
十
六
日
㈮
（
郵
送
可
・
た
だ
し

必
着
） 建

設
工
事
等
競
争
入
札

※
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
要
領
等
は
、
財
政
課
に
て
配
布
す
る

ほ
か
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
受
付
先

市
役
所
財
政
課
管
財
係

　☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w.city.nakano.nagano.jp/

登
録
期
間

　平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

み
ん
な
で
高
め
よ
う
地
域
力
！

『
み
ん
な
の
ア
イ
デ
ア
ボ
ー
ド
』
結
果
発
表

　昨
年
十
月
二
十
四
日
㈯
開
催
の
信
州
中
野
環
境
祭
に
あ
わ
せ
て

「
み
ん
な
の
ア
イ
デ
ア
ボ
ー
ド
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
約
百
人
の

皆
さ
ん
が
ボ
ー
ド
に
ご
意
見
な
ど
を
残
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　今
回
、
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
※
一
部
表
現
を
修
正
し
て
い
ま
す
）

①
カ
ー
バ
ッ
テ
リ
ー
と
、
Ｄ
Ｃ
‐

Ａ
Ｃ
コ
ン
バ
ー
タ
ー
と
小
型

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
で
部
屋
の
点
灯
に
成
功
。
今

後
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
本
格

的
な
も
の
に
変
え
て
、
点
灯
さ

せ
る
時
間
を
長
く
し
た
い
。

②
東
山
一
帯
を
歩
く
健
康
イ
ベ
ン

ト
（
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
ヨ
ガ
、
健
康
相
談
な

ど
）
を
実
施
し
て
い
る
。

①
も
っ
と
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。

②
雨
の
日
に
遊
べ
る
施
設
が
ほ
し
い
。

③
公
園
が
た
く
さ
ん
ほ
し
い
。
新

保
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

周
辺
に
も
。

④
大
き
な
噴
水
場
が
ほ
し
い
。
桜

の
木
を
も
っ
と
広
げ
よ
う
。

⑤
市
長
に
な
っ
た
ら
、
学
校
を
新

し
く
し
た
り
、
環
境
の
い
い
き

れ
い
な
中
野
市
に
し
た
い
。

⑥
自
分
の
家
の
そ
ば
に
、
た
く
さ

ん
病
院
を
た
て
て
、
病
気
に

な
っ
た
ら
す
ぐ
行
け
る
よ
う
に

し
た
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

自
分
た
ち
の
活
動
紹
介
編

市
へ
の
意
見
・
要
望
編

子
ど
も
の
夢
・
目
標
編

※
ア
イ
デ
ア
ボ
ー
ド
の
内
容
は

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w
w.

city.nakano.nagano.jp/

①
旧
中
野
高
校
敷
地
内
の
緑
を
活

用
し
た
「
い
こ
い
の
場
」
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
。

②
旧
中
野
高
校
の
校
舎
を
早
く
再

利
用
し
て
ほ
し
い
。
老
人
ホ
ー

ム
、
お
年
寄
り
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
保
育
園
な
ど
。

③
中
野
高
校
跡
地
利
用
。
み
ん
な

が
利
用
で
き
て
元
気
に
な
る
こ

と
が
い
い
け
ど
…
。

④
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ま
ち
並
み

を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し

い
。
明
る
く
気
軽
に
寄
れ
る
ま

ち
づ
く
り
（
活
気
を
つ
け
て
）

日
曜
日
は
歩
行
者
天
国
と
か
に

し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

⑤
農
産
物
直
売
所
が
、
で
き
れ
ば

町
中
に
一
つ
は
ほ
し
い
。

⑥
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
て
遊
ば

せ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
ラ
ン
チ

が
で
き
る
所
が
あ
っ
た
ら
い
い

　中野市産の農産物や市内で製造された食品
などを多くの皆さんにご利用いただくため、
期間限定で商品と引き換えができる定額の
「信州中野まごころのカード」を発行します。
　カードへの掲載商品を募集しますので、掲
載をご希望の方は、ぜひご応募ください。

取扱商品　カードの有効期間内に販売できる
農産物や特産物など
カード有効期間　３月１日㈪～８月31日㈫
掲載料　無料
商品売価　３，１５０円（消費税込）
納品単価　２，４００円（チルド発送の場合
は２，２５０円）
送料　㈶中野市産業公社が負担
手数料　１７０円（取引商品１個当たり）
提出物　企画書、商品の写真（１商品１枚）
応募締め切り　１月22日㈮
販売取扱者　㈶中野市産業公社

問い合わせ先
市役所売れる農業推進室推進係
☎（２２）２１１１（内線３８１）

信州中野まごころのカード信州中野まごころのカード
（３月～８月）掲載商品募集！

▼

み
ほ
ん

お
酒
は
適
量
を
守
り
、
楽
し
く

飲
み
ま
し
ょ
う
！

な
と
思
う
。

⑦
お
年
寄
り
や
子
ど
も
が
、
安
心

し
て
遊
べ
る
よ
う
な
公
園
が
ほ

し
い
。
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嘱託･臨時職員採用試験
平成22年度採用予定の中野市嘱託・臨時職員、北信広域連合嘱託職員の採用試験を行います。

職種 予定人員 職務内容 受験資格 年齢要件 試験方法 試験期日 試験会場

看護師 ２人
程度

看護指導
業務

看護師（准看護師含む）の資格
を有する者。ただし、平成22年
３月31日までに当該資格を取得
する見込みの者を含みます。

原則なし。健康でかつ
業務に従事可能な者。 面接試験 ２月14日㈰

豊田支所
２階
会議室

○中野市　
試験方法　面接試験
試験期日　２月７日㈰
試験会場　市役所３階
募集期限　１月20日㈬
※郵送での申し込みは、
１月20日㈬当日まで
の消印が有効です。
受付時間　市役所開庁
日の午前８時30分から
午後５時30分まで。
申込方法　本人が所定
の試験申込書に必要事
項を記入のうえ、直接
持参するか、簡易書留
などの確実な方法で郵
送してください。
その他　受験案内およ
び試験申込書は、市役
所庶務課・総合案内・
市民課窓口、豊田支所
地域振興課、中央・北
部・西部の各公民館、
永田窓口サービスス
テーションにあるほ
か、市公式ホームペー
ジでもご覧いただけま
す。受験資格など詳細
については、受験案内
をご覧ください。

問い合わせ・申し込み先
市役所庶務課職員係
☎（22）２１１１
　（内線209・213）

（１）嘱託職員…直接業務を担当し、1年以内を単位に任用される職員
職　　種 予定人員 勤務予定機関 職務内容

徴 収 員

各職種

若干名

税務課 市税徴収業務
介 護 支 援 専 門 員 健康長寿課 介護支援業務
保 健 師 地域包括支援センターなど保健業務
母 子 自 立 支 援 員 福祉課 母子自立支援業務
社会就労センター指導員 社会就労センター 指導業務
栄 養 士 子育て課 栄養指導業務

児童厚生員・指導員 放課後児童クラブまたは
放課後児童教室 児童健全育成業務

子育て支援センター支援員 子育て支援センター 子育て支援業務
保 育 所 保 育 士 保育所 保育業務
保 育 所 調 理 師 保育所 調理業務
中山晋平記念館事務員 中山晋平記念館 受付案内事務・ピアノ演奏
道 路 維 持 作 業 員 道路河川課 道路維持業務
学 芸 員 博物館 学芸員業務
読 書 活 動 相 談 員 図書館 読書活動相談業務
学校給食センター調理技師 学校給食センター 調理業務

（２）臨時職員…1時間単位、6カ月以内の臨時的任用職員
職　　種 予定人員 勤務予定機関 職務内容

一 般 事 務 員 Ａ

各職種

若干名

庁内または出先機関など 一般事務
（１日７時間、月 15 日勤務）

一 般 事 務 員 Ｂ 庁内または出先機関など 一般事務
（１日８時間、月 21 日勤務）

一 般 事 務 員 Ｃ 図書館または公民館 一般事務・施設管理など

児童厚生員・指導員 児童センター、放課後児童
クラブまたは放課後児童教室 児童健全育成業務

保 育 所 事 務 員 保育所 保育所事務
保 育 所 調 理 師 保育所 調理業務
長 時 間 保 育 士 保育所 保育業務
中山晋平記念館事務員 中山晋平記念館 受付案内事務・ピアノ演奏
学 校 事 務 員 小中学校 学校事務
学 校 図 書 事 務 員 小中学校 司書業務
学校給食センター調理師 学校給食センター 調理業務

・受験案内および試験申込書は、北信広域連合事務局（中野市豊田支所内）、各組織市町村の役所・役場
の窓口、各老人ホームにあります。また、北信広域連合のホームページでもご覧いただけます。
・試験申込書の受付期間は１月12日㈫から２月４日㈭までです。
・勤務予定施設など詳細については、受験案内をご覧ください。

問い合わせ先　北信広域連合事務局総務係（豊田支所内）　☎（38）５０５０

○北信広域連合　嘱託職員採用試験
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●編集●
中野市教育委員会

12月号では、さまざまに変化している学びの環境について取り上げてみました。
今月号では、だんだん子どもの数が減って小さくなっていく地域の学校に対して、市民の皆さん
がどんな思いを持っているのかを、今、地域から聞こえてきている声を取り上げてみます。

学校環境を考え・支える　～少子化時代を迎え、地域からの声～

○
現
状
の
小
学
校
は
、
旧
村
に
一

校
あ
り
、
地
域
の
伝
統
行
事
や

各
種
の
活
動
の
中
心
的
な
存
在

に
な
っ
て
い
る
。
小
学
校
が
な

く
な
っ
て
し
ま
え
ば
各
種
団
体

の
活
動
が
不
可
能
に
な
っ
て
し

ま
う
。

○
小
学
校
が
な
く
な
れ
ば
若
い
人

が
住
ま
な
く
な
り
、
人
口
が
減

少
し
、
さ
び
れ
て
し
ま
う
。

○
小
学
校
は
、
地
域
の
支
え
で
あ

り
、
小
学
校
が
な
く
な
る
と
、

地
域
そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
気
が
す
る
。

○
少
人
数
学
級
、
小
規
模
校
へ
と

向
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

今
の
ま
ま
で
い
い
と
思
う
。

○
一
学
年
に
二
ク
ラ
ス
以
上
は
必

要
と
思
う
。
子
ど
も
の
成
長
の

た
め
に
は
、
縦
の
関
係
だ
け
で

な
く
、
同
学
年
生
と
い
う
横
の

関
係
が
多
く
あ
っ
た
方
が
い
い

と
思
う
。

○
「
教
育
委
員
会
だ
よ
り
」
を
読

ん
で
、
少
子
化
が
現
実
の
も
の

に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
る
。

○
子
ど
も
は
、
い
つ
か
は
社
会
に

出
て
行
く
。
早
い
時
期
か
ら
大

き
な
集
団
の
中
で
生
き
て
い
く

力
を
つ
け
て
い
き
た
い
。

○
中
学
校
の
場
合
、
人
数
が
減
る

と
ク
ラ
ブ
の
数
が
少
な
く
な

り
、
各
部
の
部
員
も
足
り
な
く

な
り
、
試
合
に
も
支
障
が
出
て

し
ま
い
心
配
。

○
中
学
校
は
、
高
校
進
学
や
就
職

を
控
え
集
団
生
活
の
準
備
期
間

で
も
あ
り
、
あ
る
程
度
の
規
模

の
学
校
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

○
中
学
校
は
、
科
目
ご
と
に
先
生

が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
大
き

い
学
校
で
は
教
科
の
先
生
が
複

数
お
り
、
よ
り
高
度
な
授
業
が

期
待
で
き
る
が
、
小
さ
く
な
る

と
で
き
な
く
な
る
。

○
五
十
年
先
の
中
野
市
の
人
口
を

知
り
た
い
。

○
小
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
が

完
成
し
た
ば
か
り
。
当
分
の
間

今
の
ま
ま
で
い
い
と
思
う
。

○
近
隣
の
市
町
村
で
も
小
中
学
校

の
問
題
が
新
聞
に
出
て
い
る
。

中
野
市
で
も
議
論
を
始
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　こ
の
ほ
か
、
学
区
の
見
直
し
、

　少
子
化
時
代
に
入
っ
て
の
学
校

問
題
を
話
し
合
う
と
き
、
今
、
地

域
の
学
校
で
学
ん
で
い
る
子
ど
も

た
ち
の
愛
校
心
や
活
気
を
失
わ
せ

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　い
つ
も
今
の
地
域
の
学
校
を

い
っ
そ
う
支
援
す
る
プ
ラ
ス
思
考

で
話
題
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
る

声
の
中
か
ら

学
校
問
題
は
、
明
る
く

語
り
合
っ
て
い
き
た
い

校
区
の
バ
ラ
ン
ス
、
複
数
の
学
校

で
の
集
団
授
業
、
小
中
一
貫
校
、

小
規
模
校
の
ま
ま
が
よ
い
な
ど
、

同
じ
問
題
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

や
考
え
が
混
じ
り
あ
っ
て
お
り
、

児
童
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
く
学

校
問
題
に
か
か
わ
る
具
体
的
な
意

見
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
な
こ
と
か
ら
、

（
仮
称
）
学
校
教
育
懇
話
会
の

開
催
を
提
案
し
ま
す
。

・
将
来
的
に
人
数
が
減
少
し
て
い

く
中
で
、
変
わ
っ
て
い
く
中
野

市
の
学
校
環
境
を
中
心
に
、

今
、
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
問
題
も
含
め
て
、
懇
話

会
を
開
催
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

・
具
体
的
な
懇
談
内
容
や
参
加
範

囲
、
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

広
報
な
か
の
二
月
号
の
教
育
委

員
会
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

・
子
ど
も
が
就
学
し
て
い
る
家
庭

も
、
い
な
い
家
庭
も
参
加
し

て
、
地
域
の
学
校
の
教
育
を
ど

う
盛
り
上
げ
て
い
く
か
を
懇
談

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　月
の
兎
ボ
ー
ル
ペ
ン

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

１
月
20
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　ま
す
。
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広
報
ク
イ
ズ

３８３‐８６１４

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　３
番
19
号

　中 

野 

市 

役 

所

　

   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

切手 問
題

み
ん
な
で
守
ろ
う

清
ら
か
で
豊
か
な

●
環
境

☆
第
十
分
団
の
団
員
数
、
部
編
成
等
に

　

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　団
員
数
、
百
十
一
人
、
部
編
成
、
二

部
、
ポ
ン
プ
車
一
台
、
軽
積
載
車
一
台
、

可
搬
ポ
ン
プ
九
台
で
す
。

☆
管
轄
区
域
は
ど
こ
で
す
か
？

　替
佐
、
笠
倉
、
硲
、
奥
手
山
、
美
沢
、

上
今
井
で
す
。

☆
活
動
内
容
は
？

　毎
月
七
日
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
防
火

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
火
災

予
防
の
地
区
内
広
報
を
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

☆
分
団
独
自
の
活
動
な
ど
は
？

　集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
の
シ
ー
ズ
ン

を
前
に
し
た
、
毎
年
五
月
ご
ろ
、
水
害

の
防
止
と
水
防
体
制
の
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
千
曲
川
に
接
し
て
い
る

六
地
区
（
立
ヶ
花
、
牛
出
、
栗
林
、
大

俣
、
替
佐
、
上
今
井
）
と
自
警
団
と
の

合
同
に
よ
る
、
六
地
区
合
同
水
防
訓
練

を
千
曲
川
沿
岸
に
お
い
て
実
施
し
、
万

一
に
備
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
貯
水
槽
の
泥
上
げ
、
各
地
区

ど
ん
ど
焼
き
、
祭
礼
な
ど
の
警
備
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

☆
一
言
お
願
い
し
ま
す

　団
員
は
、
仕
事
を
し
な
が
ら
の
消
防

団
活
動
で
大
変
で
す
が
、
活
動
へ
参
加

し
や
す
い
体
制
づ
く
り
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
み
ん
な
で
自
分
た
ち
の
地
域
を
守

り
ま
せ
ん
か
！
」
皆
さ
ん
の
入
団
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

中
野
中
野

　「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の

精
神
に
基
づ
き
、
生
業
を
持
つ
か
た
わ
ら
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
守
り
続
け
て
い
る
中
野
市
消
防
団
の
皆
さ
ん
。

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
元
に
根
ざ
し
活
動
し
て
い
る
各
分
団
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　今
回
は
、
中
野
市
消
防
団
第
十
分
団
を
紹
介
し
ま
す
。
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▼

六
地
区
合
同
水
防
訓
練
の
様
子

　現在、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務づ
けられています。住宅用火災警報器の設置状況を把握し設
置促進を図るため、消防職員による電話アンケート調査を
実施しました。ご協力ありがとうございました。

　今回の調査で、約半数近い世帯で設置が済んでおり、設
置義務化について、ほとんどの世帯が「知っている」または
「だいたい知っている」との回答でした。設置場所は「台所」
や「台所と居間」といった回答がかなり目立ちました。
　住宅用火災警報器は、就寝中に住宅火災が発生した際の
逃げ遅れを防ぐ事を目的に「全ての寝室」への設置を義務づ
けられています（岳南広域消防組合火災予防条例）。また、
寝室が２階にある場合は、階段室への設置も必要です。
問　岳南広域消防組合中野消防署　☎（２２）３３８６

住宅用火災警報器のアンケート結果について～全ての寝室に設置が必要です～

「火事・救急・救助は１１９番」

上
今
井
で
す
。

調 査 期 間 平成21年11月７日～20日
調 査 対 象 数 900世帯（中野市・山ノ内町）
調査対象の決定方法 無作為抽出
火災警報器設置世帯数
（１個以上設置済） 402世帯（45％）

中易　俊夫 さん

徳武 幸穂さんから紹介された

（会社員・草間）
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山本　翔太くん
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警察官になりたい
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　自
然
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向
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合
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自
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へ
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く
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。

第
二
十
回

　写
真
短
歌

　倉
田
昭
平
さ
ん

▲自然に対する考えが変
わったと語る倉田さん

①自己紹介
　パソコンや自動車部品など製造業の仕事
をしています。趣味はバスケットボールで、
ＧＵＮＨＩＬＬ（ガンヒル）というクラブ
チームに所属し、週２回練習しています。
②今後チャレンジしたいこと
　最近行われたバスケの総合大会で県４位
になりました。今後はチーム一丸となり、
クラブ選手権大会で県１位を目指します。
③これからのまちづくりに望むこと
　信州中野駅前にショッピングモールを誘
致するなど、大勢の人でにぎわうよう駅周
辺を活性化してほしいと思います。
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十三崖チョウゲンボウ応援団冬期かん木伐採▲

崖沿いを中心に、伐採作業を行いました
　昨年12月12日、国指定天然記念物「十三崖のチョウゲン
ボウ繁殖地」沿いの河川敷において、ボランティアグ
ループ「十三崖チョウゲンボウ応援団」の皆さんによる
かん木伐採作業が行われました。
　これは、近年「十三崖のチョウゲンボウ繁殖地」の前
面に木が生い茂り、チョウゲンボウの巣穴が見えにくく
営巣に影響することから、多くのチョウゲンボウが再び
舞う姿を取り戻すため行われたものです。

消防団年末夜警

▲小田切市長から激励される団員の皆さん
　昨年12月25日から30日までの６日間、市消防団による
毎年恒例の年末夜警が実施されました。
　これは、地域住民に防火と防犯の注意を呼びかけると
ともに、地域住民の生命、財産を守ることを目的として
毎年実施されているものです。
　夜警４日目の28日、市理事者および消防団幹部が、各
分団の詰所を巡視し、夜警にあたっている団員に対して
督励を行いました。（写真：第３分団小沼部）

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒38３－8614
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：koho@city.nakano.nagano.jp

表紙の説明

冬のあったかコンサート

▼晋平メロディーを熱唱する信州大学の学生
　昨年12月５日、中山晋平記念館において、信州大学教育
学部音楽教育分野有志の皆さんによる「冬のあったかコン
サート」を開催しました。オープニングでは、晋平先生作
曲「兎のダンス」「蛙の夜まわり」「シャボン玉」「船頭
小唄」を合唱したほか、「カチューシャの唄」「東京音
頭」「ゴンドラの唄」を鍵盤ハーモニカで演奏しました。
また、テノール独唱によるオペラをはじめ、三重唱による
喜歌劇、ポップスなども披露されました。

保育所小破修繕活動▲

遊戯室で作業を見学する長丘保育園の園児ら
　中高高等職業訓練校訓練生の皆さんによる実技訓練の
一環として、昨年12月17日・24日の両日、市内９保育所
において小破修繕活動が行われました。　
　17日は、みなみ・西町・高丘・長丘の４園において、
また、24日は、平野・松川・みよし・平岡・たかやしろ
の５園において、小破した床や壁などの修繕が行われま
した。遠くから作業を見学していた園児たちは、工事の
完成を楽しみに待ち望んでいる様子でした。

婦人のつどい

▲体操を交えた講演を楽しむ参加者の皆さん
　昨年12月８日、中央公民館において、中野市女性団体
連絡協議会主催による第33回中野市婦人のつどいが開催
されました。当日は、講師に健康運動指導士の大熊二三
子さんを迎え、元気でいるためのコツについて講演をし
ていただいたほか、大熊さんと中嶋葉子さんによる歌と
コカリナとピアノのミニコンサートも行われました。
　参加した皆さんは、体操を交えたユーモアあふれる講
演と、心温まるコンサートを楽しんでいました。

　昨年12月１日、平岡小学校校門西側に建設した、平岡
放課後児童クラブ（ひらっこ）および併設した平岡地区
コミュニティ消防センターの開所式を行いました。
　平岡放課後児童クラブは、平成22年度に学級数の増加
などにより、平岡小学校内での放課後児童教室の運営が
困難になることから、また平岡地区コミュニティ消防セ
ンターは、地域防災の拠点として地域の皆さんの強い要
望と地元消防分団の協力により整備されたものです。

平岡放課後児童クラブオープン

▲平岡地区コミュニティ消防センターも

新春走り初め大会
　１月２日、第５回新春走り初め大会を開催しました。
　当日は、子どもから大人まで約100人が参加し、豊
田文化センター前を発着地点として、約２㎞のコース
をそれぞれのペースで走りました。また、大会終了
後、恒例の「新春のつどい」を開催し、故郷太鼓の演
奏やきのこ汁のサービスも行いました。
　参加した皆さんは、心も体も温まりながら新春の朝
を楽しく過ごしていました。（写真：新春のつどい）
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有料広告欄

次回申込期限　１月 29 日㈮  午後５時 30 分
広報なかの掲載号　３月４日㈭ 発行の３月号～
ホームページ掲載日　３月１日㈪～
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線 212 または 400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「広報なかの」「市公式ホームページ」
広 告 募 集 中 ！

第5回中野市民スキー
大会参加者募集
期日　２月14日㈰
会場　木島平スキー場（現地集合）
時間　受付…午前８時15分から
　　　開会式…午前９時15分から
参加資格　市内に在住・在勤・在学
（小学校３年生以上）している方
競技種目　大回転
競技区分　（全13区分）
小学校低学年（３・４年生）①女子・
②男子、小学校高学年（５・６年生）
③女子・④男子、中学生⑤女子・⑥
男子、⑦青年男子（20歳未満）、⑧一
般女子（高校生以上）、⑨成年男子１
部（20歳以上30歳未満）、⑩成年男
子２部（30歳以上40歳未満）、⑪壮
年男子１部（40歳以上50歳未満）、
⑫壮年男子２部（50歳以上60歳未
満）、⑬壮年男子３部（60歳以上）
※年齢は平成22年１月31日を基準
参加料　
大人　　2,000円
中学生　1,500円
小学生　1,000円
（傷害保険料込、リフト代別）
申込期限　１月23日㈯
申込方法　参加料を添えて、市民体
育館内中野市体育協会事務局または
マツヤスポーツへお申し込みください。
問　中野市体育協会事務局　　　　
　　☎（26）３５７２

市営住宅および
若者住宅入居者募集
　空き住宅および２月から４月まで
に明け渡しのあった市営住宅、若者
住宅の入居者を募集します。
募集期間　１月７日㈭～18日㈪
募集する住宅　東山、泉、長元坊、
小田中、城下の各市営住宅および若
者住宅
抽選日時　１月21日㈭　午後２時
抽選会場　市民会館46号会議室
選考方法　公開抽選により入居順位
を決定します。

入居者の資格など詳しくは、直接※ 
お問い合わせください。

問　都市計画課建築住宅係（内線2７3）

期日　２月14日㈰
時間　午前８時30分から
会場　Ｂ＆Ｇ海洋センター
種目　①一般男子の部（高校生以上
の男性）②一般女子の部（高校生以
上の女性）③子どもの部（小学生ま
たは中学生で男女は問わない。ただ
し、平成 21 年４月１日現在の年齢
合計が 65 歳以内とします）
チーム編成　選手６人・交代要員２
人以内とします。１人で２チーム以
上に参加することはできません。
参加資格　市内に在住・在勤してい
る方
申込期限　２月１日㈪
参加費　１チーム 1,000 円
問　Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　☎（38）３８００
　　文化スポーツ振興課スポーツ振興係
　　（内線 364）

第５回Ｂ＆Ｇ財団会長杯
綱引き大会参加者募集

2010 年世界農林業セン
サスにご協力ください
　２月１日を基準日として、「2010
年世界農林業センサス」が行われ
ます。(「センサス」とは「全数調
査」を意味し、すべての対象を調査
する統計調査です。)
　この調査は全国の農林業の生産構
造や農山村地域の実態を明らかにす
ることを目的に、５年ごとに実施し
ている大切な調査です。
　対象は農業や林業を行っている農
家・林家や法人などで、県知事が任
命した統計調査員が調査にお伺いし
ますので、ご協力ください。

　中野消防署では、地域の皆さんが
行う応急手当が重要視されているこ
とから、心肺蘇生法やＡＥＤの取り
扱い法などの講習会を行います。
期日　２月７日㈰
時間　午前９時～正午
会場　岳南広域消防本部２階講堂
内容　救命に必要な応急手当（AED
の使用法も含む）
対象　中学生以上の方
定員　30 人※定員になり次第締切
申込方法　申込書に必要事項を記入
し、２月１日㈪までに中野消防署へ
提出してください。なお、電話によ
るお申し込みも受け付けています。
持ち物　筆記用具
その他　動きやすい服装と靴でお越
しください。
問　中野消防署警防係
　　☎（22）３３８６

普通救命講習会開催

●きのこを使った料理
期日　１月21日㈭
時間　午後１時30分～３時30分
会場　働く婦人の家　料理教室
定員　16人
教材費　350円
●簡単リンパケア（全２回）
定員　20人
教材費　無料
①期日　１月2７日㈬
　時間　午後１時30分～３時30分
　会場　働く婦人の家　軽運動室
②期日　２月３日㈬
　時間　午前10時～正午
　会場　働く婦人の家　指導室
●アップルパイづくり
期日　２月10日㈬
時間　午後１時30分～３時30分
会場　働く婦人の家　料理教室
定員　16人
教材費　200円

働く婦人の家　各種講座を開催します
　働く婦人の家では、現在開催している後期講座のほかに、お菓子づくり
や護身術など各種講座を予定しています。
●女性のための護身術
期日　１月20日㈬
時間　午後７時～８時
会場　働く婦人の家
軽運動室
定員　30人
教材費　無料
●春を呼ぶお菓子づくり
期日　１月26日㈫
時間　午後２時～４時
会場　働く婦人の家　料理教室
定員　16人
教材費　500円
●バレンタイン
　フラワーアレンジメント
期日　２月２日㈫
時間　午後７時～８時
会場　働く婦人の家
図書室
定員　16人
教材費　2,000円

受講料　無料（ただし、各講座の教材費は受講者負担）
対象者　市内に在住または在勤している女性の方
申込方法　土・日曜日、祝日を除く午後１時～10時の間、電話または直
接ご来館いただき、お申し込みください。
※先着順で定員になり次第、募集を締め切ります。
その他　持ち物など詳しくは、直接お問い合わせください。
問　働く婦人の家　☎（22）２６９１

有料広告欄

　調査は統計法に基づき実施され、
調査内容を統計以外の目的に使用す
ることを固く禁じています。この調
査結果が税金の徴収などに使われる
ようなことは一切ありませんので、
正確なご記入に、ご協力をお願いし
ます。
農林水産省ホームページ
http://www.maff.go.jp/j/tokei/
census/afc
問　政策情報課統計交流係（内線21７）

　４月１日㈭から市役所の閉
庁時間を、次のとおり変更しま
す。ご注意ください。
閉庁時間　　午後５時15分

なお、開庁時間「午前８時※ 
30分」に変更はありません。

問　庶務課職員係（内線209・213）

４月1日から
市役所の閉庁時間が変わります

後期講座
Part Ⅱ
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２月１日㈪は平成2１年度市県民税第4期と国民健康保険税第７期の納期限です。お忘れなく。

長野県内の最低賃金のお知らせ
　長野県内の事業場で働くすべての労働者に適用される「長野県最低賃金
（地域別最低賃金）」と、特定の産業に対して定められている「特定（産
業別）最低賃金」が改正されました。
　この機会に、ぜひ賃金の確認をしてみてください。

※それぞれ、最低賃金の効力発生日にご注意ください。
※精皆勤手当、通勤手当および家族手当は最低賃金の対象にはなりません。
長野労働局ホームページ　http://www.nagano-roudoukyoku.go.jp/
問　中野労働基準監督署　☎（22）2105
　　長野労働局賃金室　☎026（223）0555

若年者地域連携事業講演会の開催

期日　1月16日㈯　　時間　午後1時30分から
会場　長野市若里市民文化ホール（長野市若里3-22-2）
内容　講演　「すべては子供達の幸せのために」
　　　　　　　-子育ては「やり方」の前に…-
　　　　　　講師　比田井和孝氏　　　
　　　対談　比田井和孝氏＆伊藤かおる
対象者　保護者、教育関係者
定員　300人　　入場料　無料
問　若年者地域連携事業推進センター　☎0263（27）5010

　屋外広告物条例の規定による講習
会が次のとおり開催されます。
期日　1月26日㈫
会場　長野県庁西庁舎3階会議室
対象者　これから屋外広告業を営も
うとする方、営業所に講習会の修了
者を置こうとする方など
受講料　3,500円（長野県収入証紙
による）
申込方法　1月20日㈬までに所定の
申込書に必要事項を記入し、収入証
紙および写真と併せて北信地方事務
所建築課へ提出してください。
問　北信地方事務所建築課
　　☎（22）3111

屋外広告物講習会の開催

行政書士による
無料法務相談会
期日　1月16日㈯
時間　午後1時～４時
会場　市民会館４４号会議室
相談内容
　相続・遺言・在留手続き、交通
事故等に関する
事や、官公署へ
の許認可申請等
に関する事など、
困ったと思われること。
※予約は不要です。秘密は厳守します。
問　長野県行政書士会北信支部
　　☎（26）5９８6

道路への倒木・枝の張り
出しにご注意ください
　例年、道路沿いの住宅地や山林な
どからの倒木や樹木の枝の張り出し
によって、除雪
業務や道路通行
の妨げとなる事
案が発生してい
ます。
　皆さんの管理地に、降雪や落雪に
よって倒木などの恐れのある樹木が
ありましたら、事前に伐採や枝払い
をするなど、適正な管理をお願いし
ます。
問　道路河川課維持係（内線263）

【広告掲載封筒の規格等】
封筒の種類 封筒の規格 広告枠数 作成枚数 発送 ( 使用 ) 期間

中野市介護保険通知書使用封筒
（認定結果、高額通知、主治医意見書）

（縦）10.5㎝
×

（横）23.5㎝

1枠
（1色刷）

12,000 枚

3月ごろから在庫終了まで
（以前に作成した封筒の在庫
がある場合、発送時期が遅く
なることがあります。）

【広告枠の規格】　（縦）5.5㎝×（横）9.5㎝　　　【広告掲載料金】　18,950円（1枠）
【その他】　掲載の可否は市の審査委員会で審査をし、決定します。

詳しくは、ホームページをご覧頂くか、健康長寿課介護保険係（内線365）までお問い合わせください。

申込期限　所定の申込書により、１月29日㈮までにお申し込みください。

　新たな市の自主財源を確保し、市民サービスの向上
を図るため、中野市介護保険通知書使用封筒の裏面に
有料広告を掲載しますので、広告を掲載していただけ
る事業者等を募集します。
　～お店や会社のPR等、暮らしに役立つ広告の
　　　　　　　　　申し込みをお待ちしています。～

詳しくは右ページをご覧ください ☞

「中野市介護保険通知書使用封筒」へ
掲載する広告を募集します

北信地区狩猟者確保の
ための相談会の開催
　最近、ツキノワグマやイノシシ・
ニホンジカなどの野生鳥獣による農
作物被害が増加しています。
　野生鳥獣被害を減少させるために
は、狩猟などによる生息数の調整が
有効な手段の一つですが、北信地方
事務所管内の狩猟者は、減少傾向に
加え高齢化が進み、このままでは近
い将来狩猟者数の激減により野生鳥
獣被害を防ぐ手段が大幅に損なわれ
かねません。
　そこで、野生鳥獣被害に困ってい
る方や新たに狩猟を始めてみたいと
思っている方を対象に、狩猟免許取
得などの相談会を開催します。
期日　1月2４日㈰
時間　午後1時～４時
会場　飯山市公民館
　　　（飯山市大字飯山1４36-1）
内容
①狩猟免許取得相談コーナー
②狩猟模擬体験コーナー
　シューティングシュミレーターに
　より、狩猟模擬体験ができます。
③試食コーナー
　野生獣肉の加工食品を試食できま
　す。
④被害対策相談コーナー
問　北信林業振興会事務局
　　☎（23）0215

地域別最低賃金 時間額 効力発生日
長野県最低賃金 681 円 平成 21 年 10 月1日

特定 (産業別 )最低賃金 時間額 効力発生日
電子部品・電気機械器具・情報通信機械器具
等製造業 777 円 平成 21 年 12 月5日

はん用機械・自動車・同付属品等製造業 789 円 平成 21 年 12 月5日
各種商品小売業 7４7 円 平成 21 年 12 月 31 日
印刷・製版業 7４3 円 平成 21 年 12 月 31 日

平成22年度 長野県
「地域発　元気づくり
支援金」の募集
　「地域をよくしたい」、「こんな活
動をしてみたい」など、地域づくり
に「地域発　元気づくり支援金」を
活用してみませんか。
支援金の交付額
⑴道路、水路、建物などの建設また
は改修、1件10万円以上の備品の
取得などのハード事業

　　　　　　　　　…3分の2以内
⑵ソフト事業（ハード事業以外）
　　　　　　　　　…10分の10以内
対象事業　知恵と工夫により、自主
的・主体的に取り組む地域の元気を
生み出す、モデル的で発展性のある
事業（一部条件あり）。
対象団体　公共的団体など（ＮＰＯ
法人、地域づくりを行うグループや
協議会など）
募集期限　2月5日㈮

事前相談会
　期日　1月27日㈬
　時間　午後1時30分
　会場　市役所3階　3４号会議室

※対象事業、応募方法など詳しくは
お問い合わせください。

問　政策情報課政策推進係（内線216）
　　北信地方事務所地域政策課
　　☎（23）0201　

放送大学 4 月入学生募集
　放送大学は、テレビなどの放送を
利用して授業を行なう通信制の大学
です。働きながら学んで大学卒業や
キャリアアップ、退職後の生きがいづ
くりなど、さまざまな目的で幅広い世
代、職業の方が学ぶことができます。
　ただいま、平成22年４月入学の学
生を募集しています。
出願期間　2月28日㈰まで
※資料の請求については、放送大
学ホームページ（http://www.u-air.
ac.jp/）でも受け付けています。
問　放送大学長野学習センター
　☎0266（58）2332

長野技術専門校入校生の
追加募集
　長野技術専門校では、平成22年度
入校生の追加募集をしています。
訓練期間　1年間
募集科　機械加工科、電気工事科、
画像処理印刷科、木造建築科
募集定員　各科とも若干名
第１回追加募集選考
・受付期間　1月18日㈪まで
・選考日　1月25日㈪
第２回追加募集選考
・受付期間　2月17日㈬まで
・選考日　2月26日㈮
長野技術専門校ホームページ
h t tp : / /www.p re f . nagano. j p /
xsyoukou/nagagi/
問　長野県長野技術専門校
　　☎026（292）23４1

コートハウス（裁判所）
見学ツアー
期日　2月3日㈬、3月４日㈭
時間　午前10時～正午
会場　長野地方裁判所
定員　30人（事前に申し込みが必要）
内容　刑事裁判傍聴（傍聴事件がな
い場合はアニメ上映会）、裁判員制
度説明会、法廷見学会（写真撮影可）
参加料　無料
問　長野地方裁判所総務課庶務係
　　☎026（４03）200８
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心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

福祉相談・ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１･３月曜日　午後１時30分～３時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

結婚相談（予約制）
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）　　

行政相談
期日　１月12日㈫、２月10日㈬、
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　午後１時～４時
　　　豊田会場：豊田支所相談室　午前９時～11時30分
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

定期健康相談
①日時　毎週水曜日　午前10時～11時30分
　会場　中野保健センター
②日時　毎月第１木曜日　午前10時～11時30分
　会場　豊田保健センター
問　　健康長寿課健康管理係(内線242)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）午前９時～午後５時
　　　（面接）午前９時～午後１時
会場　中野人権センター（☎23-4810）

交通事故巡回相談
日時　１月21日㈭　午前10時～午後３時
会場　北信地方事務所（☎23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　午後２時～４時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　南宮庁舎職業相談室（☎23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程 年金
｢ねんきんダイヤル｣(平日午前8時30分~午後5時15分)
☎０５７０－０５－１１６５

新成人の皆さん　忘れずに
国民年金の手続きをしましょう

　国民年金はすべての公的年金の基礎となるもの
で、老後や万が一の事態に備え、保険料を出し合
いお互いを支え合う制度です。日本国内にお住ま
いの20歳から60歳までの方に加入義務があります。
 加入の手続き 
　学生や自営業者などの第１号被保険者となる方
は、市役所の国民年金担当窓口で手続きをしてく
ださい。会社員などの第２号被保険者やその方に
扶養される配偶者の第３号被保険者の方は、勤務
先の事業所が加入手続きを行います。
 保険料の猶予・免除 
　収入が少ないために保険料の納付が困難な場合
は、申請により保険料の納付が猶予・免除となる
制度があります。この申請を行わないまま保険料
が未納となっていると、将来の老齢年金や万が一
のときに障害年金・遺族年金を受け取ることがで
きない場合がありますのでご注意ください。
問　長野北年金事務所　☎026（244）4100

人口
と
世帯

人　口 45,829 人 ( ＋１)
男 22,128 人 ( ＋ 15)
女 23,701 人 ( － 14)
世　帯 15,136 戸 ( －５)

平成21年12月１日現在（国勢調査を基に推計）

ご寄付　ありがとうございました

　　　　　　（平成21年11月25日～12月24日）
●ふるさと寄附金　環境保全のため
　＜新光電気労働組合　様＞

●日野小学校120周年の記念として
　書
　＜埼玉県ふじみ野市　　浦野　守司　様＞

●日野小学校120周年の記念として
　記念書の額
　＜新野　　浦野　良平　様＞

●ふるさと寄附金　教育関係
　現金　100,000円
　＜大阪府守口市　　宮澤　真史　様＞
　
問　庶務課秘書広報係（内線400）

展示

中野市立博物館 ㊡火曜日 ☎ 22-2005

常設展示「中野市の自然と歴史・文化」

中野陣屋・県庁記念館 ㊡火曜日 ☎ 23-2718

田中ゆきひと干支福のれん展「寅」
　１月31日㈰まで 
たかやしろ土と炎の会陶芸展
　１月７日㈭～17日㈰ まで
アクリル画作品展
　１月21日㈭～31日㈰

展 示 案 内
中野市立博物館、中野陣屋・県庁記念館
の展示案内です。是非、ご覧ください。

シリーズ 地球温暖化43

★スキーセット★テニスラケット★中古ノーマル
タイヤ★天ぷら鍋★人形ケース★洋風リビングこ
たつ（イス４脚、こたつ布団付）★スチームオー
ブンレンジ★小動物用ケージ（かご）★エレク
トーン★肘掛け座椅子★ピアノ★自転車

★ノートパソコン★掃除機★車いす★８ミリビデ
オカメラ★アコースティックギター★電動自転車
★電子ピアノ★子ども用自転車（補助輪付、女の
子用）★電子キーボード★一口ガスコンロ★介護
用歩行器★変速機付自転車★電動フライヤー★こ
たつ・こたつ布団★バイク用ヘルメット★子ども
服（男の子用90～110㎝）★自転車

問い合わせ・申し込み先
市民課生活交通安全係（内線238）

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください
(12月24日現在)

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時30分
会場　市役所内　子ども相談室（内線278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　午前10時～11時
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後５時
　　　☎23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でもお気軽

にご相談ください。秘密は厳守します。

子どもに関する相談

電話番号
（0269）２３-０３００

24時間　年中無休

医療に関する相談
看護師・保健師など経験豊富なスタッフ
がお答えします。秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

24時間
電話
相談

◎テーマは「いっしょにあったまろう。」
　環境省では「暖房機器はなるべく使わない」の原
点に立ち返り「ウォーム・ビズ」の取り組みを呼び
かけています。今季のテーマは「いっしょにあっ
たまろう。ウォームシェア」です。暖房に頼らない
アイディアをみんなでシェア（共有）しましょう。
室温は20度まで… ◆ 暖房に頼り過ぎない第一歩は
室温を20度にすることです。20度を超えないよ
う、こまめに温度を調節しましょう。
扇風機を短時間つける… ◆ 扇風機を上に向けて回
し、天井付近の暖かい空気を循環させます。
カーテンを上手に活用… ◆ 天気の良い日はカー
テンを開け、太陽の熱で部屋を暖めておきます。
また、天気の悪い日や夜間はカーテンを閉め、
部屋が冷えるのを防ぎます。
部屋の出入口は閉める… ◆ 暖かい空気が逃げない
よう、出入口を閉めておきます。なお、事務室な
ど出入口が開放されている場合は衝立（パーテ
ーション）を置き、冷気の侵入を防ぎます。
湿度を上げる… ◆ 同じ温度でも湿度を高くする
と、より暖かく感じられます。乾燥しがちな冬
は、保湿に心がけましょう。



保健だより
●中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
●中野市子育て課  ☎22-2111(内線356）
●豊田支所地域振興課 ☎38-3111
●休日緊急診療所(中 野 保 健センター内) ☎23-2255
●休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　●Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
●広報なかの　平成22年１月７日発行　●発行　中野市　●編集　総務部庶務課　●印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ(接種年齢は生後３～６か月未満の乳児)

期日／１月19日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成21年９月生まれ
※３か月児健診時に行います。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満で、
就学前の１年間（平成15年４月
２日～平成16年４月１日生まれ）
第４期＝高校３年生に相当する
年齢の者（平成３年４月２日～
平成４年４月１日生まれ）
※麻しん・風しん単独ワクチン
接種済みの方についても、２
回目として混合ワクチンを接
種します。また、どちらか一
方に罹患した場合にも、混合
ワクチンの接種ができます。
※第１期の方は、接種対象期間
内に、第２期・第４期の方は
年度内に受けていただくと、
自己負担はありません。
※接種される前月に実施医療機
関へ予約してください。

平成22年１月号 26

三種混合(ジフテリア・百日せき・破傷風)
受付時間／午後１時～１時40分
＜中野保健センター＞
１月12日㈫…日野、延徳、平野、
１月13日㈬…高丘、平岡、長丘、
　　　　　　科野、倭、豊田
　　15日㈮…中野、

対
象
・
接
種
方
法

＜Ⅰ期初回＞
３か月～１歳未満の乳幼児
（20～56日の間隔で３回接種） 
＜Ⅰ期追加＞
１歳６か月～３歳未満の幼児
（Ⅰ期初回終了後12～18か月の
　間に１回）
※７歳６か月未満まで接種可

健診名 健 診 日 対　　象
３か月児
健 診
（Ｂ Ｃ Ｇ

予防接種）
１月19日㈫ 21年９月生まれ

７か月児
健 診 １月20日㈬ 21年５月生まれ

１ 歳
６か月児
健 診

１月22日㈮ 20年６月生まれ

２ 歳 児
健 診 １月18日㈪ 19年12月生まれ

３ 歳 児
健 診 １月21日㈭ 18年12月生まれ

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
バスタオル

乳幼児健康診査

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
ください。
※ご家族の中にインフルエンザにか
かった方がいる場合は、翌月お出
かけください。

小児救急電話相談「＃８０００」
をご利用ください

　子どもの夜間の急な病気やけがの
相談に、看護師などが応じます。
※＃8000でつながらない場合は、
　☎0263(72)2000へ
※相談日時　毎日午後７時～11時

「こどもの救急」をご活用ください

　夜間や休日など診療時間外に受診
すべきか判断目安を提供する、日
本小児科学会のホームページです。
http://www.kodomo-qq.jp/

いきいき健康講座
◆糖尿病予防シリーズ（全３回）◆
①病態編「糖尿病の方が増えています！」
期日／１月21日㈭
時間／午後６時20分から
会場／西部公民館
講師／北信総合病院内科医長
　　　南　茂先生
②食事編「食べ物と血糖の関係」
期日／１月28日㈭
時間／午後１時30分から
会場／北部公民館
講師／健康長寿課　管理栄養士
③運動編「簡単エクササイズで予防・
改善！」
期日／２月４日㈭
時間／午後１時30分から
会場／コミュニティスポーツセンター
講師／長電スイミングスクールフィット
ネスクラブＦ×Ａ中野　健康運動指導士
持ち物／運動できる服装、室内運動靴
◆心の健康講座◆
「うつは心のカゼ？～うつ病の理解と支援」
期日／２月10日㈬
時間／午後６時20分から
会場／中野保健センター
講師／北信圏域こころの相談センター
精神保健福祉士　小巻　佳人先生

　元気で優しく、弟をかわい
がってくれます。イクラとウナ
ギが大好物。おうちゴッコが大
好きです。いつまでも健康で優
しい子に育ってほしいです。
（和田稔一・江利子さん　金井）

（３歳１か月）

☆わが家のアイドル☆

和田　悠
ゆうま

舞くん

マタニティクラス
期日／２月９日㈫
時間／午後10時～11時30分
会場／中野保健センター
内容／妊娠の経過と起こりやすい異
常、妊婦体験、妊婦体操、妊産婦の
栄養（試食）

はたちの献血キャンペーン
　新たに成人となる皆さんを中心に
献血を実施しています。
期間／１月１日㈮～２月28日㈰
問い合わせ先／長野県赤十字血液セ
ンター　☎０２６（228）１４１４
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